
 

 

名取市ゼロカーボンシティ宣言 
 

名取市は、西部に緑豊かな丘陵地が広がり、東部は太平洋に面

している美しい自然環境と、雷神山古墳をはじめとした歴史的な

資源が数多く残る「歴史と文化のまち」です。この豊かな自然や、

歴史・文化は、末永く後世に引き継いでいかなければなりません。 

近年、地球温暖化が原因とされる気候変動の影響により、国内

だけでなく世界各地で大規模な自然災害が発生しており、全ての

生物の生存基盤を揺るがす極めて深刻な問題となっております。 

２０１５ 年に採択されたパリ協定において、産業革命からの

平均気温上昇を１．５℃に抑えるためには、「２０５０年までに

二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」と示されてお

ります。 

国はパリ協定に基づき、２０１３年度と比較し、２０３０年度

までに温室効果ガスの２６％削減を掲げておりましたが、２０２

１年４月の地球温暖化対策推進本部の会合で、削減目標を引き上

げ、４６％の削減を表明しております。 

このような状況を踏まえ、名取市は、豊かな自然と人とが共生

するかけがえのない「愛されるふるさと名取」を未来の世代へつ

ないでいくため、より一層の温室効果ガスの排出抑制に努め、市

民とともに国際社会共通の目標である「ＳＤＧｓ」に尽力し、２

０５０年までに二酸化炭素排出の実質ゼロに向け、取り組んでい

くことをここに宣言いたします。 
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